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	2026年度
	参加のご案内
	悩んでいるのは、自分だけではありません。 一緒に前向きに未来を考えていきませんか？ 自分を変えるきっかけになるかも！？
	roomFでできること
	実施内容
	問い合わせ
	０２４（５５４）１８３０　　　roomf1830-gr＠fcs.ed.jp
	受付時間　月曜日から金曜日９時から１７時まで


	福島県教育庁義務教育課 roomF（ルームエフ）

	roomF Q＆A
	１　ねらいは？  　 オンラインを活用して、子ども同士の交流を行ったり、学習支援を行ったりすることを   通して、一人一人が学校や社会とのつながりを広げられるように支援していきます。
	２　誰が利用できるの？      福島県内の小中学生が対象です。
	３　roomFでは、どんなことをやるの？     ゲーム感覚でコミュニケーションスキルを高めるトレーニングや、一人一人の状況に合わ   せた学習のサポートなど、子どもたちが抱えている不安や悩みを和らげるきっかけづくりに 　つながるような活動を用意しています。また、一人で学習コンテンツに取り組むこともでき　 　ます。
	４　いつやっているの？     毎週月曜日から金曜日の、９時から１６時まで開設しています。学校が夏休みや冬休みの   間も開設しています。（土・日曜日、祝日、お盆、年末年始、年度末年度始はお休み。）
	５　roomFに入級するときの手続きは？    入級を希望する場合は、在籍する学校か、直接roomFに相談してください。その際、  「roomF（ルームエフ）入級申込書（様式１）」を配付しますので、必要事項を記入し、提出   してください。
	６　roomFに接続するには？ 　  入級申込書を提出した児童生徒には、roomF用のアカウントを付与します。それらを使   って接続してください。(「接続の手引き」P４を参照。)
	７　費用はかかる？  　 roomFの利用料は無料です。ただし、タブレット端末等を使用する際の通信料は、ご家庭   での負担となります。
	８　準備するものは？    インターネットにつながるタブレット端末等をご準備ください。その他必要なものがあれ   ばその都度お知らせします。
	参加者の声
	小学生から
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	先生から
	保護者から



